
木曜日から走り始めてウェットの感触は悪くないぐらいまで仕上がりましたが、
予選はドライコンディションになり、車のバランスをとるのが難しい予選でした。
アンダーステアが強かったので、少しアジャストして決勝第1レースを走り9位でゴールしました。
次の日の第2レースは、第1レースとは異なってかなり激しいレースとなり接触が多い展開になりましたが
なんとか9位でゴールし、ポイントを獲得出来ました。

今回のレースは予選前にドライで走ることが出来なかったので、セットの確認ができなかったのが厳しかったです。
でも他の選手と条件は同じなので、この失敗を次に活かせるように頑張ります。
応援ありがとうございました。

2019 Rd.6 TOKACHI 

86/BRZ Race 2019 第6戦十勝スピードウェイ

今回の十勝は練習が雨で予選決勝が晴れという天候で、
テスト走行でのセッティングがレースに反映されにくい状況でした。

そのため専有走行、予選も上手くまとめる事が出来ず下位に沈みましたが、
その状況を踏まえてレースではセッティングの方向性を変更し、ミッションにトラブルがありながらも、
接触もなく順位を上げて完走する事ができました。

難しいレースウィークでしたが、経験値を上げる事は出来たと思いますので、
次の茂木戦で少しでも活かす事ができればと思います。
ご声援ありがとうございました。

坂選手
■予選：22位
■決勝第１ヒート：18位
■決勝第２ヒート：14位
■決勝正式結果：14位

蒲生選手
■予選：8位
■決勝第１ヒート：9位
■決勝第２ヒート：9位
■決勝正式結果：9位



VW宝塚/藤村スタッフ

メカニック ＶＯ ＣＥ
① レースに参加した感想 ② 学んだこと ③ 店舗へのフィードバック
④ 今回経験した事を今後の仕事にどう活かすのか ⑤今後参加するスタッフや後輩に一言

① 日常整備する事のない車の作業は自分にとって良い経験になり、リフトが無いジャッキを用いての慣れない作業だったのでその
中での作業の大変さを感じ、現状の作業場での整った設備での作業ができる有難さを実感しました。

② 普段当たり前のようにボルト、ナットの締付やオイル交換、空気圧点検などの軽作業であっても、走行することにより熱が発生
し、熱膨張により状態は大きく変化するのでほんのわずかな違いであったとしても走行への影響があるので、軽作業であったとし
てもその作業の重要性を考えさせられました。

③ 今回のようなレースはチームでの作業になり、普段の作業は個人ですることが多くありますが、店舗全体で考えるとチームでお
店を回していくことになるので誰が何をしたかというような情報の伝達や作業時の安全確認の為の声だしが改めて重要だというこ
と。

④ 自分の行った作業に責任を持ち、100％大丈夫だと言える確実な作業や、その為のダブルチェックの徹底。また、作業時の声だ
しなどの安全作業の徹底をすること。

⑤ 普段とは全く違う環境での作業に緊張や戸惑いがある中で、限られた設備での作業になるので参加をためらうこともあると思い
ますが、その環境で自分に何ができるか、何をすべきかを考えて行動することで作業効率や周囲を見て行動する力も養えると思い
ます。そう言った部分は普段の現場でも必要になるものだと思うので、是非参加してチャレンジしてみてください。
















